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企業の頭脳「知財部」はどう変わる？ 生

成 AI 活用計画「レベル 2」の挑戦 

企業の知的財産部門は今、生成 AI の活用を新たな段階へと進めようとしています。

これまでの「レベル 1」では、インターネット上の公開情報だけを使い、AI に触れてそ

の能力を学ぶ「探求段階」でした。これは、AI のリスクを最小限に抑えながら基本を理

解するための重要なステップです。 

しかし、真の変革を起こすためには、AI を単なる便利な道具として使うだけでは不十

分です。会社の未来を左右するような重要な判断を助けるためには、AI が「単なる道

具から、戦略的なパートナーへ」と進化する必要があります。そのために、私たちはよ

り高度な「レベル 2」へとステップアップするのです。 

では、この「レベル 2」とは具体的にどのようなもので、何を目指しているのでしょう

か？ 

2. 計画の核心：「レベル 2」が目指すもの 

「レベル 2：業務適用フェーズ」には、2 つの非常に重要な基本方針があります。 

• 安全性の確保（セキュリティ担保） 企業の生命線ともいえる「未公開のアイデ

ア」や「社内の機密レポート」といった秘密情報を、外部に漏れる心配なく AI に

入力できる環境が必要です。そのために、インターネットから隔離された「自社

専用のセキュアな環境」を構築します。これにより、AI は会社の最も重要な情

報資産を安全に扱うことができるようになります。 

• 仕事への本格導入（業務本流への統合） これは単なる実験（PoC）ではありま

せん。AI の活用を、一部の特別なプロジェクトから、日々の当たり前の業務へ

と組み込んでいく本格的な取り組みです。これにより、知財部門の仕事のやり

方そのものを根本から変えていきます。 

この計画が目指すのは、「効率化」と「高付加価値」という 2 つの目標を同時に達成す

ることです。これを戦略の地図で考えると、私たちは単に「今までの仕事を速くする」だ

けでなく、「より賢く、価値の高い仕事をする」領域、つまり戦略マップの右上を目指し

ているのです。レベル 2 は、この最も価値ある領域へ本格的に踏み出すための鍵と

なります。 
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レベル 1 とレベル 2 では、AI の役割が次のように大きく変わります。 

比較項目 
レベル 1：これまでの使い方 (探

索・理解) 

レベル 2：これからの使い方 (業務適

用) 

利用できる

情報 

インターネット上の公開情報の

み 
社内の秘密情報 ＋ 公開情報 

主な目的 
リスクを最小限に抑え、AI の基

本を学ぶ 

仕事の効率化と戦略的な価値創出を

両立させる 

AI の役割 
アイデア出しの補助や、簡単な

調査 

企業の意思決定を支援する戦略的パ

ートナー 

言葉だけではイメージしにくいかもしれません。そこで、具体的な 4 つの活用事例（ユ

ースケース）を見ていきましょう。 

3. 具体例で見る！AI が可能にする未来の仕事 

ここからは、AI が私たちの仕事をどのように変えるのか、4 つの具体的なシナリオを

通してご紹介します。 

----------------------------------------------------------------------

----------  

3.1. ユースケース①：未来のヒット商品を守る「出願戦略シミュレーション」 

• 目的（この AI 活用で何を目指すのか？） 会社の秘密アイデアと世の中の公

開特許を組み合わせて、最適な特許出願の戦略を立てる。 

• AI が可能にすること これまでは、新しいアイデアを特許として出願する際、外

部の調査会社に依頼して関連特許を調べてもらう必要があり、結果が出るま

でに数週間かかっていました。これからは、会社の秘密のアイデアを安全な環

境で AI に入力するだけで、瞬時に複数の出願シナリオや、どの国で先に出願

すべきかといった戦略的な提案を得られるようになります。 

• 2 つの大きなメリット 

o 効率化（時間の節約） 外部への調査依頼にかかっていた時間が 2 週

間 → 即時 に短縮されます。 
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o 高付加価値（仕事の質の向上） 自社の秘密アイデアに直結したリアル

な戦略を立てられます。さらに、競合他社の動きや市場のニーズまで

考慮した、より精度の高い判断が可能になります。 

3.2. ユースケース②：ライバル企業を丸裸にする「競合分析」 

• 目的（この AI 活用で何を目指すのか？） 社内の秘密レポートと、公開されて

いる特許やニュースを統合し、競合の強み・弱みを精密に評価する。 

• AI が可能にすること ライバル企業を分析する際、これまでは担当者が社内レ

ポートや外部のニュース記事など、複数の資料を 3 日ほどかけて手作業で突

き合わせていました。これからは、これらの情報を AI に与えるだけで、わずか

半日で統合的な分析レポートが完成します。AI は「統合分析・相関抽出」とい

う能力を使い、バラバラに見える情報を繋ぎ合わせ、これまで見えなかった関

係性を可視化します。これにより、単なるレポートではなく、競合の製品ロード

マップ予測、潜在的なリスク要因をまとめたマップ、さらには協業や M&A の候

補先発見といった、極めて戦略的なインサイトを自動で生成してくれるので

す。 

• 2 つの大きなメリット 

o 効率化（時間の節約） 資料の突き合わせにかかる時間が 3 日 → 

0.5 日 に短縮されます。 

o 高付加価値（仕事の質の向上） 公開情報だけでは見えなかった競合

他社の深い戦略や狙いが明らかになり、より具体的で効果的な対抗策

を立てられるようになります。 

3.3. ユースケース③：アイデアの壁を打ち破る「発明創出ワークショップ」 

• 目的（この AI 活用で何を目指すのか？） 社内だけでは解決が難しい技術的

な課題（秘密情報）から、新しい用途や解決策のアイデアを引き出す。 

• AI が可能にすること 新しい発明を生み出すためのワークショップでは、アイ

デアを出し合い、整理してまとめるのに半日から 1 日かかっていました。これ

からは、AI に技術的な課題を入力し、まずアイデアの「たたき台」を生成させま

す。人間はその AI の提案を基に議論を深めることで、議論の質を高めなが

ら、全体の時間を約 2 時間に短縮できます。 

• 2 つの大きなメリット 

o 効率化（時間の節約） アイデアがまとまるまでの時間が 3 倍速く なり

ます。 
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o 高付加価値（仕事の質の向上） AI は、私たちが専門としていない異業

種の知識や技術を組み合わせて提案してくれます。これにより、人間

だけでは思いつかなかったような新しい発明の領域（盲点）を発見でき

る可能性が飛躍的に高まります。 

3.4. ユースケース④：見えないリスクから会社を守る「契約・訴訟対応シナリ

オ策定」 

• 目的（この AI 活用で何を目指すのか？） 自社の秘密の契約書と、世の中の

公開判例データを AI に分析させ、潜在的なリスクを発見し、交渉のポイントを

洗い出す。 

• AI が可能にすること 新しい契約を結ぶ際、専門家である弁護士が契約書に

潜むリスクをチェックするのに数日かかっていました。これからは、AI が契約

書の内容と過去の膨大な裁判例データを瞬時に照合し、わずか数分で潜在

的なリスクや交渉で有利に進めるためのポイントを提示してくれます。 

• 2 つの大きなメリット 

o 効率化（時間の節約） 契約書のチェックにかかる時間が 数日 → 数

分 に劇的に短縮されます。 

o 高付加価値（仕事の質の向上） これにより、人間が見落としがちなリ

スクを正確に発見できます。例えば、「共同開発における知的財産権

の帰属が不明確である」といった法務上の罠や、「賠償責任の上限額

が市場平均と比べて自社に不利である」といったビジネス上の不利益

まで、AI が過去の判例に基づいて具体的に指摘してくれます。これに

より、より有利な条件で交渉を進めるための強力な戦略を立てることが

可能になります。 

----------------------------------------------------------------------

----------  

これらの事例は、AI が単なる作業の高速化ツールではなく、企業の意思決定の質を

高める戦略的パートナーとなり得ることを示しています。では、この計画をどう実現し

ていくのでしょうか？ 

4. 計画の実現に向けて 
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この壮大な計画を成功させるため、私たちは以下の 4 つのステップを着実に進めて

いきます。 

1. 専用環境の構築 (1 ヶ月で完了) 会社の秘密情報を絶対に守るため、社内だ

けで使える安全な AI の専用環境を準備します。 

2. セキュリティ体制の確立 (2 週間で完了) 誰が、いつ、どのような情報を AI に

与えるのか、といったルールを明確に定め、情報が安全に管理される体制を

整えます。 

3. 業務プロセスの改革 (1 ヶ月で完了) これまでの仕事のやり方を一度見直し、

AI を最初から使うことを前提とした、新しい仕事の流れ（プロセス）を作ります。 

4. 経営成果の可視化 (四半期ごとに実施) この取り組みによって、時間やコスト

がどれだけ削減できたか（効率化）、そして仕事の質がどのように向上したか

（高付加価値）を定期的に測定し、報告していきます。 

このように、計画は着実に実行段階へと移されます。最後に、この取り組み全体の意

義を改めて確認しましょう。 

5. まとめ：未来の知財部が目指す姿 

この計画が目指す最終的なゴールは、単に AI を導入することではありません。それ

は、知財部門そのもののあり方を変革することです。 

• 安全な環境で、会社の最も重要な資産である「情報」を最大限に活用する。 

• 単なる「効率化」を超え、新しい価値を生み出す「戦略的な部門」へと進化す

る。 

• 一部の試みで終わらせず、会社全体の「仕事のやり方」を変革する。 

これは、生成 AI という新しい技術の波に乗り、企業の競争力を根幹から支えるため

の重要な一歩なのです。 
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